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原⼦⼒のリスクに関する考え⽅
■原⼦⼒のリスク
・リスクは、事故の発⽣確率と影響の⼤きさとの組み合わせとして表現されることが多い。
・原⼦⼒のリスクは、発⽣確率は⼩さいが影響が⼤きいリスク。
・いかなる安全対策を尽くした場合であっても、その発⽣確率や影響はゼロにはならない。
■確率論的リスク評価（ＰＲＡ）
・原⼦⼒施設等で発⽣するあらゆる事故を対象として、その発⽣確率と影響の⼤きさを定量
評価し、安全性の度合いを表現する⽅法。異なる安全対策の効果の⽐較や、⼀つ⼀つの対
策がそれぞれ失敗した場合等も考慮して施設の安全性を総合的に評価することが可能。

リスク（事故の発⽣確率と影響の⼤きさの組み合わせ）

リスクと安全対策の関係のイメージ ＰＲＡの評価⼿法；イベントツリーを⽤いた事故シナリオ分析

配管破断

注⽔

ＯＫ ベント

確率 Ａ％

炉⼼損傷

確率 Ｂ％

ある起因事象により
炉⼼が損傷する確率

Ａ×Ｂ％

ＯＫ

フォールトツリー解析による
システムの信頼性評価

注⽔機能の失敗

ポンプ Ａ故障 ポンプ Ｂ故障

ＡＮＤ

事故シーケンス毎の
発⽣頻度を定量化

安全対策を実施することで、発⽣確率や影響の⼤きさ
を低くすることができるがゼロにはならない

安全対策実施により
達成されるリスク水準

1安全対策



深層防護
安全余裕

規制への適合

数千通り以上の
事故シナリオ
の包括的な解析

決定論と確率論の融合

リスク情報を活⽤した意思決定がなされる状態
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古典的な
「決定論的」意思決定

リスク情報に基づく
意思決定

リスク情報を活⽤した
意思決定

リスクのターゲット設計基準 実質的な安全性向上

・安全対策によって発電所のリスクが
どう変化したかを説明。

・防災については、定量的に扱うには
パラメーターが多すぎるため、決定
論的な議論も重要。

・安全対策の実施状況やトラブル
の発⽣状況に基づいて評価（規
制以外の評価軸なし）。

・予め避難⼿段を決めておく。

・安全対策やトラブルについて、
リスクに応じた重要性を考慮し
て評価が可能。

・拡散シミュレーション等の活⽤。

・リスクに関係なく、⼀律のルー
ルや期間で検査。

設計・対策での活⽤のイメージ

・
・リスクを評価し、最適な点検⽅法
を採⽤

・⼀⽅で、不確実性も考慮し、よく
わからない機器は、予防的に点検。

・過去の経験等から、設計基準や
安全対策の内容を定め、それに
基づくように設計。

・点検時に機器を停⽌する順番等
によるリスクの変化を評価し、
最適な点検を実施。

・リスク情報を活⽤して、重要な箇
所から安全対策を実施。

・不確実性が⼤きいところなどは、
決定論的に対策を実施。

保守管理活動での活⽤のイメージ

地元理解・防災計画策定時における活⽤のイメージ

・リスク評価の結果、寄与度の⼤
きい安全対策から実施。

・設計基準をクリアすれば安全
・安全神話になりがち

・現実的
・リスク評価に不確実性が残る

・リスク情報も踏まえた関係者
の議論を通じ、決定論とリス
クベースのアプローチを融合



リスク情報を活⽤した意思決定の導⼊のプロセス
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ＳＴＥＰ１
■リスク評価⼿法の
確⽴・⾼度化

ＳＴＥＰ２
■リスク評価⼿法の共有
■リスク情報の活⽤⽅法・

判断基準の整備

ＳＴＥＰ３
■リスク評価実施
■安全対策実施
■社会へ説明

実際の活⽤⽅法を
踏まえた、⼿法の
⾼度化への要請

評価⼿法の現状を踏
まえた、活⽤⽅法の
検討

評価⼿法を利⽤し、
実際に評価・活⽤



リスク情報活⽤の推進へ向けた取組
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ＳＴＥＰ１
■リスク評価⼿法の
確⽴・⾼度化

ＳＴＥＰ２
■リスク評価⼿法の共有
■リスク情報の活⽤⽅法・

判断基準の整備

ＳＴＥＰ３
■リスク評価実施

■リスク評価に基づく
安全対策実施
■社会へ説明

これまでの
主な取組

■伊⽅プロジェクト
・⼈間信頼性評価、地震
ハザードの評価、地震
に対する機器の脆弱性
評価の⾼度化

・実機特性を反映したパ
ラメータの⾼度化 等

■個々の外部事象の評価
技術の研究開発 等

■パイロットプロジェクトで
得た知⾒の横展開⽅策の検討 －

今後取り組む
べき事項

■パイロットプラント
（伊⽅③,柏崎刈⽻⑦）
におけるＰＲＡの更な
る⾼度化

■津波ＰＲＡなど、その
他の外部事象を想定し
たＰＲＡの研究開発

■マルチユニットを対象
としたＰＲＡ⼿法確⽴

等

■リスク情報を実際の安全対策
に活⽤する際の⽅法（安全対
策や検査、運転等）の整理

■リスク情報活⽤のための判断
の指標となる原⼦⼒の安全性
の⽬標の検討 →次⾴で説明

（以下、規制対応）
■新たな検査制度への対応のた
めのＰＲＡ活⽤⽅法の整理

■各発電所でのリスク評価
■リスク評価結果を踏まえた
安全対策の実施

■リスク評価結果の社会への
わかりやすい説明

（以下、規制対応）
■新たな検査制度に基づく、
パイロットの実施

■ＳＡＲにおける評価



原⼦⼒の安全性向上の⽬標（いわゆる安全⽬標）の検討

⾃主的安全性向上・
技術・⼈材ＷＧ

産業界
（電事連・ＮＲＲＣ等）

原⼦⼒規制委員会

2016年度まで 2017年度以降

原⼦炉安全専⾨審査会で議論

検討

ＷＧ
（今回） ＷＧ提⾔

（参考）

提⾔

報告
・
議論

H29.2.1 原⼦炉安全専⾨審査会において調査審議事項を追加

ＷＧ

検討
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報告
・
議論

報告
・
議論

１．産業界が、規制基準に適合することに留まらず、不断に⽬指すべき⽅向性
（安全原則）としての⽬標が必要。
２．産業界による安全対策の全体最適を達成するため、安全対策を実施する判
断の指標としての⽬標が必要。

３．原⼦⼒の安全確保への社会の要請に対して、現在講じられている安全対策
によって⽬指している安全性の⽔準を⽰すコミュニケーションツールとし
ての⽬標が必要。

必要性


